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カ
タ
l

カ
チ

衡
と
い
ふ
者
.
大
嬰
寺
務
知
事
の
許
可
を
得
て
そ

の
地
の
抑
立
に
着
手
し
た
が
、
工
事
未
だ
全
く
成
る

に
及
ば
ず
し
て
夜
し
、
片
山
津
の
藤
揮
藤
三
郎
亦
そ

の
梁
脅
鱗
い
だ
が
、
資
金
の
依
乏
に
よ
っ
て
問
的
を

謹
せ
ら
れ
ず
、
唯
祖
泉
守
殺
の
鑓
に
し
た
小
川
抑
堂
-P
・

泊
し
た
の
み
で
あ
る
。
六
年
四
月
片
山
津
の
鹿
瀬
次

郎
七
、
金
持
の
国
島
政
房
と
謀
っ
て
再
び
そ
の
梁
を

輿
さ
ん
と
し
て
叉
瑳
蹟
し
た
。
是
に
於
い
て
膝
度
近

藤
幸
郎
・
中
西
定
一
之
脅
慨
し
、
職
を
酵
し
て
事
に

従
ひ
、
片
山
津
の
清
水
伊
右
衛
門
、
潮
津
の
東
出
長

四
郎
も
之
を
助
け
、
刻
苦
鰹
管
の
後
終
に
湖
面
を
埋

立
て
L
泉
源
や
・
硲
保
す
る
こ
と
脅
得
た
。
十
年
宰
郎

等
隊
舎
や
・
建
て
、
十
五
年
六
周
片
山
棒
の
北
出
畏
右

衛
門
等
の
主
唱
に
よ
り
、
態
弁
党
以
て
祖
泉
青
地
表

に
漏
出
さ
せ
た
。
そ
の
混
度
は
鶏
井
に
よ
っ
て
異
な

る
も
、
町
四
氏
六

O
度
よ
り
七

O
度
の
聞
に
在
る
。
泉

慨
は
食
臨
泉
、
無
色
透
明
無
臭
で
、
強
織
と
苦
味
と

脅
衆
ね
、
反
臨
場
ア
ル
カ
リ
悦
脅
呈
す
る
。

カ
タ
ヤ
マ
ヅ
ガ
タ
片
山
津
潟
水
骨
義
仲
記
に
、

『
平
家
の
惣
勢
ひ
た
引
に
引
〈
ほ
ど
に
、
片
山
諒
潟

脅
引
廻
し
、
う
し
ほ
づ
の
砂
原
ま
で
一
騎
も
残
ら
ず

逃
げ
に
け
b
o』
と
見
え
る
片
山
・
律
潟
は
、
今
の
江
泊

郡
柴
・
山
潟
で
あ
る
。

カ
タ
ヤ
マ
ヅ
ダ
イ
ス
ケ
潟
山
津
夫
助
加
越
関

静
記
天
文
廿
一
年
朝
食
宗
摘
加
賀
に
出
踏
の
僚
に
、

『
千
足
城
に
は
部
十
三
村
の
大
勝
大
坂
・
潟
山
・
棒
の
大

助
・
擬
橋
の
椴
万
以
下
三
千
鈴
騎
栢
縮
る
。
』
と
あ
る
。

大
助
は
江
沼
郡
片
山
津
の
人
で
あ
ら
う
。

.
カ
タ
ヤ
マ
ノ
プ
タ
カ
片
山
延
高
遁
稽
内
勝
。

越
前
府
中
探
で
抗
体
入
十
.
石
か
ら
起
り
、
迭
に
一
一
品
石

ハ
一
作
一
一
品
三
千
石
〉
に
増
し
、
慶
長
二
年
九
月
サ
八

日
伊
賀
守
に
叙
爵
せ
ら
れ
た
が
、
四
年
間
三
用
十
日
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一
七
回

を
L
て
、
大
坂
に
於
い
て
こ
れ
青
殺
さ
せ
た
。
絶
家
一
カ
チ
多
元
来
は
歩
放
で
事
織
に
従
ふ
者
の
義
な
い
o
w
尚
治
一
一
年
改
め
て
御
歩
脅
召
抱
へ
ら
れ
‘
兵

銀
に
、
前
問
利
家
の
街
中
徳
川
家
康
が
見
舞
に
来
た
↑
で
、
士
列
で
あ
る
。
大
将
の
馬
の
廻
り
に
随
従
し
て
の
頭
に
人
持
組
前
回
木
工
助
忠
反
・
富
町
治
部
左
衛

際
討
果
す
べ
き
こ
と
を
徳
山
流
兵
衛
・
片
山
伊
賀
に
一
守
殺
す
る
や
・
任
務
と
し
た
。
古
〈
は
徒
と
も
欝
い
た
門
震
持
の
一
陶
併
が
組
外
裁
許
か
ら
衆
帯
や
・
命
ぜ
ら
れ

命
じ
た
が
愚
認
や
・
巾
述
べ
、
そ
の
後
徳
山
は
内
府
に
一
が
、
い
た
づ
ら
も
の
と
訓
む
字
で
あ
る
か
ら
.
前
凶
た
。
比
の
時
は
御
歩
支
配
と
捺
し
た
。
寛
文
元
年
前

.
一
味
の
鉢
で
あ
り
、
片
山
も
之
と

M
じ
き
様
子
に
付
.
綱
紀
が
歩
に
定
め
し
め
た
と
偲
へ
お
ρ
歩
の
姓
併
は
問
綱
紀
入
凶
の
頃
中
川
采
女
提
卸
、
共
の
後
背
山
勘

き
仕
物
に
何
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
と
叙
す
る
。
そ
一
躍
長
十
一
年
に
夙
〈
見
え
、
前
川
利
治
の
元
利
五
年
一
左
衛
門
某
・
際
川
八
一
郎
兵
衛
安
卸
・
諸
問
伊
織
椛
昭
が

の
事
柳
川
の
有
無
は
別
と
し
て
、
利
家
の
池
誠
中
に
も
↑
に
滞
線
引
人
お
衛
門
が
切
米
三
十
一
丸
依
-P.
賜
う
て
歩
に
一
勤
め
、
延
貸
元
年
正
月
サ
六
日
寺
西
左
平
次
秀
治
、

『
片
山
伊
質
事
、
身
上
よ
り
大
気
宇
.
本
と
仕
者
候
の
一
召
出
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
後
高
治
ご
年
に
給
一
同
年
コ
一
月
品
川
六
日
村
金
左
衛
門
安
元
・
不
破
平
左
衛

関
.
自
然
の
刻
は
謀
反
す
る
事
可
有
之
候
0
4
Y

間
諜
に
一
米
ご
十
五
石
-P
・
奥
へ
て
新
た
に
召
出
さ
れ
、
寛
文
巾
一
門
方
好
が
命
ぜ
ら
れ
て
六
人
と
な
っ
た
。
=
一
年
三
局

も
念
頃
の
臨
-P・
致
し
‘
油
断
有
開
放
候
o
b
と
あ
る
か
一
そ
の
紛
米
一
一
十
五
.bは
知
行
と
紛
ら
は
し
き
そ
以
一
汁
四
日
巾
川
良
部
・
津
川
即
日
照
昭
は
新
番
聞
に
締
じ
、

ら
、
何
れ
反
側
計
り
縫
い
の
で
縞
脱
脅
断
た
れ
た
の
-
て
、
切
米
有
一
十
依
と
縛
す
る
こ
と
L
し
・
延
質
五
年
一
同
日
際
m
m
T
兵
衛
安
勝
・
永
井
僻
七
郎

E
・
民
之
に
代

で
あ
ら
う
。
一
ー
か
ら
六
組
に
分
か
れ
て
、
各
組
関
・
小
闘
に
分
毘
す
一
・
り
、
此
の
時
ま
で
六
人
が
共
同
に
部
下
を
支
但
し
‘

カ
タ
ヲ
カ
ス
ケ
ザ
エ
モ
ン
片
岡
助
左
衛
門
天
一
る
こ
と
に
な
っ
た
。
従
来
は
一
統
打
込
ん
で
支
肥
せ
一
何
れ
も
御
歩
貌
許
と
捺
し
た

oz.-年
三
用
H
V
一
日
御

E
入
年
前
川
利
家
に
仕
へ
て
ご
百
行

-ZXけ
、
御
馬
一
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
o
制
後
之
青
山
ハ
組
御
歩
と
い
一
歩
が
六
組
に
分
か
た
れ
‘
一
番
勝
旧
安
卸
・
ご
番
村

廻
に
列
し
・
獄
永
三
年
一
鋭
。
子
係
刺
織
い
で
滞
に
仕
一
ひ
、
定
一
帯
御
歩
と
梢
分
か
つ
。
六
割
帆
御
歩
の
職
は
務
一
安
元
・
三
重
寸
前
一
芳
治
・
四
番
不
破
方
好
・
五
番
一
隣
国

へ
る
c

一
侯
制
服
抑
制
先
の
欝
衡
や
・
任
と
し
.
提
灯
裁
許
・
殴
方
御
一
安
勝
・
六
番
永
井
}
止
由
民
で
、
一
組
は
=
一
十
人
、
内
小
顕

カ
タ
ヲ
カ
ト
モ
ノ
日
片
岡
知
乗
辺
都
三
右
衛
一
周
・
江
戸
火
山
刑
判
怒
川
等
の
事
に
説
。
、
切
米
三
十
依
一
ご
人
、
知
行
は
平
沢
十
依
、
小
…
則
一
白
石
と
定
め
ら
れ

門
。
天
正
十
八
年
一
前
川
利
家
に
仕
へ
、
十
九
年
・
加
増
一
乃
京
五
十
依
-
P
・
受
け
た
。
文
御
歩
と
附
列
な
る
も
の
一
た
。
此
の
時
一
減
税
制
の
名
そ
絶
め
て
、
御
歩
一
肌
と
附
山
部
怖

さ
間
三
十
石
-P・
領
し
、
後
利
自
民
に
大
明
寺
山
仰
に
随
ぅ
一
に
は
御
却
用
者

-Nm・
御
料
理
人

-m蹴
・
御
細
工
一
し
、
阿
年
八
月
十
九
日
役
料
百
五
十
石
を
賜
は
っ

て
功
あ
り
、
叉
百
.
右
そ
・
加
へ
‘
次
い
で
金
の
香
取
衆
一
者

-
M凱
・
澗
場
奉
行
支
記
御
歩
蹴
・
御
山
陶
器
行
支
配
一
た
。
以
後
法
制
し
た
が
、
迫
々
一
締
役
・
死
去
等
が
あ

に
列
し
、
鹿
市
文
元
年
一
般
。
子
路
相
織
い
で
務
に
仕
へ
一
御
歩
政
・
御
小
人
蹴
・
町
下
代
・
同
部
・
御
大
工
・
阿
部
・
一
。
、
共
の
代
入
札
γ
・
命
ぜ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
事
保

る。

一
穴
生
・
御
壁
裕
一
・
御
普
詩
曾
所
下
誠
一
野
・
町
奉
行
支
恒
一
元
年
に
一
品
川
っ
て
終
に
中
絶
し
た
O

然
る
に
同
年
七
周

カ
タ
ヲ
カ
マ
ゴ
ベ
Z

片
岡
擦
兵
衛
屋
総

-Z随
一
御
弓
方
等
御
細
工
人
・
御
茶
讃
小
顕
・
的
中
引
-
一
小
頭
・
検
一
十
一
日
か
ら
御
使
番
背
地
藤
太
夫
鵡
幹
・
山
崎
九
郎

前
屋
と
呼
ん
だ
。
向
絡
部
に
よ
れ
げ
、
先
制
一
浪
人
片
一
校
-
御
手
役
者
・
御
用
町
一
臨
ん
剛
容
が
あ
っ
た
。
一
右
衛
門
尚
明
・
訟
限
一
紋
太
夫
商
政
の
三
名
が
支
肥
し
、

悶
休
脳
、
利
州
都
下
郷
に
生
ま
れ
、
初
め
伊
兵
衛
と
一
カ
ヂ
鍛
治
能
的
議
官
似
諸
郷
に
鴎
・
ず
る
邸
前
。
一
五
年
九
月
什
コ
百
背
地
一
眼
前
肘
は
締
役
し
て
丹
羽
武
兵

稿
し
、
越
前
府
中
延
遜
片
凶
村
に
阿
佐
し
た
。
そ
の
一
カ
ヂ
梶
随
一
束
榔
穴
水
郷
之
内
大
屋
院
に
臨
す
↑
街
鹿
成
之
に
代
り
、
七
年
一
五
十
三
日
北
川
久
兵
衛

長
男
兵
七
郎
、
初
め
伊
兵
衛
後
に
探
兵
衛
と
股
め
、
一
る
部
務
。
校
村
満
悦
は
艇
か
ら
商
北
一
粁
六
に
在
一
軍
師
が
命
ぜ
ら
れ
、
九
年
八
月
十
一
日
杉
江
木
工
左

前
聞
利
家
府
中
在
城
の
頃
御
用

2hv、
金

持

に

斡

一

る

。

一

街

門

政

弘

・

背

地

組

幹

・

富

永

鍛

馬

全

呂

・

丹

羽

際

成

・

じ
て
越
前
屋
孫
兵
衛
と
嬉
し
、
安
正
十
一
年
域
外
の
一
カ
チ
ガ
シ
ラ
参
頭
陪
長
十
一
年
御
歩
の
支
恒
一
北
川
賀
町
・
漣
隣
{
品
質
の
六
人
が
仰
付
け
ら
れ
、
以

尾
坂
下
に
阿
佐
し
、
老
後
休
賂
と
稽
し
た
。
共
の
子
一
脅
し
た
も
の
k
姓
街
は
明
ら
か
で
あ
る
。
共
の
後
年
一
来
迎
締
し
た
。

二
代
孫
兵
衛
覚
永
十
三
年
の
火
災
後
、
郎
地
-P・
上
挺
一
読
-
衆
が
支
肥
し
、
御
M
m
廻
・
岡
市
A

は
人
持
組
よ
り
も
支
一
カ
ヂ
カ
タ
ハ
ラ
マ
チ
鍛
冶
片
原
町
金
持
の
町

町
に
越
し
た
と
あ
る
。
慣
々
家
柄
町
人
の
一
人
と
し
一
配
し
、
次
い
で
組
外
貌
詐
か
ら
之
を
勤
め
た
o
是
等
の
一
名
。
元
帳
三
年
火
災
起
に
、
鍛
冶
町
・
鍛
冶
片
原
町


